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§１．研究成果の概要 

 

本研究「周期／非周期分離制御の開拓」は【A】最適周期／非周期分離フィルタの理論構築【B】ロ

バスト周期／非周期状態制御の理論構築【C】周期／非周期インタラクティブロボット開発・実装，

で構成されている．このうち，2020 年度は，【A】において，パラメータの設計法の構築・モデルベー

スド予測とデータベースド分離の数学的統合・最適周期／非周期状態推定則の導出・最適周期／

非周期分散更新則の導出・シミュレーション検証を達成した．【B】において，周期運動のロバスト性

を向上させる周期外乱オブザーバの改良を達成した．さらに現在，【C】において，ロボットの設計

を進めている． 
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